
『
間
外
春
秋
』
と
講
史

氏

岡

真

士

具
体
的
に
は
ど
ん
な
内
容
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一

郭

威

と

『聞

外
春

秋

』

・

書
誌
を

一
瞥
す
る
と
、
薪

唐
書
』
芸
文
志
は
巻
五
+
八
の
雑
史
類
に

七

李
笙

『闘
外
春
秋
」
十
巻

郭
威
と
言
え
ば
、
幼
く
し
て
親
を
亡
く
す
不
遇
を
は
ね
か
え
し
て
、
皇
帝
に

と
記
し
、
『宋
史
一
芸
文
志
は
巻
二
百
三
の
別
史
類
に

ま
で
登
り

つ
め
た
人
物
で
あ
る

(五
代
後
周

の
太
視
、
在
位
九
五

一
ー
九
五
四
)
。

李
笙

『間
外
春
秋
」
十
巻

そ
ん
な
彼
の
若

い
こ
ろ
の
愛
読
書
は

「間
外
春
秋
」

で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

と
記
し
、
ま
た
巻

二
百
七
の
兵
書
類
に
も

て

「旧
五
代
史
」
巻

一
百

一
十

の
本
紀
に
は

'

李
茎

「太
自
陰
経
」
十
巻

嘗

て
昭
義

の
李
現
を
省

み
る
に
、
現
、
方
に

「間
外
春
秋
」
を
読
む
。
即

・

「占
五
行
星
度
吉
凶
訣
』

一
巻

ち
取
り
て
之
を
視
、
曰
く

"兵
を
論
ず
る
也
、
兄
よ
其
れ
我
に
教
え
よ
諏

注

「孫
子
h

一
巻

即
ち
之
に
授
く
れ
ば
、
深
く
義

理
に
通
ず
。

「間
外
春
秋
」
十
巻

と
あ
り
、

「新
五
代
史
」
巻
十

一
の
本
紀
に
も

と
重
複
し
て
記
し
て
い
る
。

こ
れ

ら
の
記
録
か
ら
作
者
は
李
筆

で
あ
る
こ
と
、

好
く

「間
外
春
秋
」
を
読
み
、
略
ぼ
兵
法
を
知
る
。

ま
た
本
来
は
歴
史
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
よ
り
詳
し
い
・

と
あ
り
、
さ
ら
に

「五
代
史
平
詣
」

の

「周
史
平
話
」
巻
上
に
ま

で

記
述
と
し
て
為
「申
興
館
閣
書
目
」

(
「玉
海
」
巻

一
百
四
十

一
所
引
)
、
に
信

毎
夜

「問
外
春
秋
」

・

「太
公
兵
法
一
を
読
諦
す
。
昌

・「間
外
春
秋
」
÷
巻
。
李
茎
、
撰
す
。
膚

武
王
よ
り
起

こ
り
、
唐
の
武
徳

と
あ
る
。

h

㌧

「

～

・

.に
至
ゐ
、
凡
そ
八
代
、
明
君

.
良
将
、
用
兵
の
得
決
を
録
し
、
事
斎
以
て

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
国
小
説

史
の

一
資
料
と
な
る
か
も
知
れ
な

い
。
本

繋
年
し
、
左
邸
明
に
擬
し
て

■(而
)
之
が
為
に
褒
艇
す
。

稿
で
は
そ
の
可
能
性
を
検
討

し
た
い
。

、

と
あ
り
、
「通
志
」
芸
文
略
は
巻
六
十
八
の
兵
書

の
項

に

,
「闘
外
春
秋
」

十
巻

。
唐

の
李
笙

、
撰
す
。
周
よ
り
起

こ
り
唐

に
至
る
、

二

『聞

外
春

秋
』

の
流

伝

、

八
代
の
将
帥
の
こ
と
。
.

と
記
す
。
ま
た

「直
斎
書
録
解
題
」
」兵
書
類
に
は

ヨ%

「間
外
春
歌

」
は
、

い
ま

の
引
用

部
分
か
ら
見
れ
ば
兵
法
沓
の
よ
う
だ
が

、

「間
外
春
秋
」
十
巻
。
唐

の
少
室
山
の
布
衣
、
李
篁
、
撰
す
。
周
武
王

の
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